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おいて有利とされる(Coleman and Lasky 1992，Coleman 










の加速局面をさらに Pure Acceleration Phase(0-12m)お
よび Transition Phase(12m-30m)に分類し，各々の局面
に特異的なトレーニング方法について報告した．また，
Delecluse ら(1997)はスプリントの 0-10m を Initial Accel-
































































トを以下のスタート位置より各 2 試行ずつ，計 6 試行を
行った (図 1)． 






2) フォースプレートより 5m 後方(5m 地点にフォース
プレート) 















(図 2)．全ての被験者に対し，点灯している LED ランプ
が消灯した瞬間にスタートをするように指示した．被験
者は 1 試行毎に各スタート地点に歩いて戻り，次の試













2) フォースプレートより 5m 後方 
3) フォースプレートより 10m 後方 

















地点通過後 1 歩目の床反力を測定した． 
各地点における進行方向に対する床反力の推進成
分および鉛直成分の測定を行った．床反力の信号は
Vital Recorder2 (KISSEI COMTEC社製)を介し，サンプ
リング周波数1000Hzでパーソナルコンピューターに取






















式①・・・  Fpro.の力積   
Fver.の力積
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表 4．初期加速局面(5m-10m)における走速度と 5m 地点の床反力の関係 
 










































































































































増大(1.40 ± 0.11BWから1.70 ± 0.08BW)を報告した．
Nigg ら(1987)も同様に走速度の上昇(3m/s から 6m/s)に
伴う床反力の鉛直成分の最大値の増大(1331 ± 225N
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